
昭
和
五
十
年
自
治
省
令
第
二
十
六
号

あ
わ泡

消
火
薬
剤
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
二
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

あ
わ泡

消
火
薬
剤
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

目
次第

一
章
　
総
則
（
第
一
条―

第
四
条
）

第
二
章
　

あ
わ泡

消
火
薬
剤
（
第
五
条―

第
十
六
条
）

第
三
章
　
大
容
量

あ
わ泡

放
水
砲
用

あ
わ泡

消
火
薬
剤
（
第
十
七
条―

第
二
十
二
条
）

第
四
章
　
雑
則
（
第
二
十
三
条
）

附
則

第
一
章
　
総
則

（
趣
旨
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、

あ
わ泡

消
火
薬
剤
（
水
溶
性
液
体
用

あ
わ泡

消
火
薬
剤
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
　

あ
わ泡

消
火
薬
剤
　
基
剤
に

あ
わ泡

安
定
剤
そ
の
他
の
薬
剤
を
添
加
し
た
液
状
の
も
の
で
、
水
（
海
水
を
含
む
。
以
下
第
六
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
一
定
の
濃
度
に
混
合
し
、
空
気
又
は
不
活
性
気
体
を
機
械
的
に
混
入
し
、

あ
わ泡

を
発
生
さ

せ
、
消
火
に
使
用
す
る
薬
剤
を
い
う
。

二
　
た
ん
白

あ
わ泡

消
火
薬
剤
　
た
ん
白
質
を
加
水
分
解
し
た
も
の
を
基
剤
と
す
る

あ
わ泡

消
火
薬
剤
を
い
う
。

三
　
合
成
界
面
活
性
剤

あ
わ泡

消
火
薬
剤
　
合
成
界
面
活
性
剤
を
基
剤
と
す
る

あ
わ泡

消
火
薬
剤
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
を
い
う
。

四
　
水
成
膜

あ
わ泡

消
火
薬
剤
　
合
成
界
面
活
性
剤
を
基
剤
と
す
る

あ
わ泡

消
火
薬
剤
で
、
油
面
上
に
水
成
膜
を
生
成
す
る
も
の
を
い
う
。

五
　
大
容
量

あ
わ泡

放
水
砲
用

あ
わ泡

消
火
薬
剤
　
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
一
年
政
令
第
百
二
十
九
号
）
第
十
四
条
第
五
項
に
規
定
す
る
大
容
量

あ
わ泡

放
水
砲
用

あ
わ泡

消
火
薬
剤
で
あ
る

あ
わ泡

消
火
薬
剤
を
い
う
。

六
　

あ
わ泡

水
溶
液
　

あ
わ泡

消
火
薬
剤
に
水
を
加
え
、
三
パ
ー
セ
ン
ト
型
に
あ
つ
て
は
三
容
量
パ
ー
セ
ン
ト
、
六
パ
ー
セ
ン
ト
型
に
あ
つ
て
は
六
容
量
パ
ー
セ
ン
ト
の
濃
度
に
し
た
水
溶
液
を
い
う
。
た
だ
し
、
大
容
量

あ
わ泡

放
水
砲
用

あ
わ泡

消
火

薬
剤
に
あ
つ
て
は
、
設
計
さ
れ
た
容
量
パ
ー
セ
ン
ト
の
濃
度
に
し
た
水
溶
液
を
い
う
。

七
　
変
質
試
験
後
の

あ
わ泡

消
火
薬
剤
　

あ
わ泡

消
火
薬
剤
を
温
度
六
十
五
度
に
二
百
十
六
時
間
保
つ
た
後
に
室
温
に
も
ど
し
、
か
つ
、
温
度
零
下
十
八
度
に
二
十
四
時
間
保
つ
た
後
に
室
温
に
も
ど
す
試
験
を
行
つ
た
後
の

あ
わ泡

消
火
薬
剤
を
い

う
。

八
　
変
質
試
験
後
の

あ
わ泡

水
溶
液
　
変
質
試
験
後
の

あ
わ泡

消
火
薬
剤
に
係
る

あ
わ泡

水
溶
液
を
い
う
。

（
性
状
）

第
三
条
　

あ
わ泡

消
火
薬
剤
の
性
状
は
、
次
の
各
号
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
均
質
で
あ
る
こ
と
。

二
　
変
質
防
止
の
た
め
の
有
効
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

三
　
発
生
し
た

あ
わ泡

は
、
石
油
類
そ
の
他
の
可
燃
性
液
体
の
表
面
を
流
動
展
開
し
、
か
つ
、
木
材
そ
の
他
の
固
体
の
表
面
に
付
着
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四
　
著
し
い
毒
性
又
は
損
傷
性
を
有
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
使
用
温
度
範
囲
）

第
四
条
　

あ
わ泡

消
火
薬
剤
は
、
零
下
五
度
以
上
三
十
度
以
下
（
耐
寒
用

あ
わ泡

消
火
薬
剤
に
あ
つ
て
は
零
下
十
度
以
上
三
十
度
以
下
、
超
耐
寒
用

あ
わ泡

消
火
薬
剤
に
あ
つ
て
は
零
下
二
十
度
以
上
三
十
度
以
下
）
の
温
度
範
囲
（
以
下
「
使
用
温
度

範
囲
」
と
い
う
。
）
で
使
用
し
た
場
合
に
お
い
て
、
消
火
の
機
能
を
有
効
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
章
　

あ
わ泡

消
火
薬
剤

（
比
重
）

第
五
条
　

あ
わ泡

消
火
薬
剤
（
大
容
量

あ
わ泡

放
水
砲
用

あ
わ泡

消
火
薬
剤
を
除
く
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
比
重
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
（
産
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
二
十
条
第
一
項
の
日
本
産
業
規
格
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
Ｚ
八
八
〇
四
に
定
め
る
液
体
比
重
測
定
方
法
に
よ
り
、
温
度
二
十
度
の

あ
わ泡

消
火
薬
剤
を
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｂ
七
五
二
五
に
適
合
す
る
比
重
浮
ひ
よ
う
を
用
い
て
測
定
し
た
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る

あ
わ泡

消
火
薬
剤

の
種
別
に
応
じ
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
範
囲
内
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

あ
わ泡

消
火
薬
剤
の
種
別

比
重
の
範
囲

た
ん
白

あ
わ泡

消
火
薬
剤

一
・
一
〇
以
上
　
一
・
二
〇
以
下

合
成
界
面
活
性
剤

あ
わ泡

消
火
薬
剤

〇
・
九
〇
以
上
　
一
・
二
〇
以
下

水
成
膜

あ
わ泡

消
火
薬
剤

一
・
〇
〇
以
上
　
一
・
一
五
以
下

（
粘
度
）

第
六
条
　

あ
わ泡

消
火
薬
剤
の
粘
度
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｋ
二
二
八
三
に
定
め
る
石
油
製
品
動
粘
度
試
験
方
法
に
よ
り
使
用
温
度
範
囲
で
測
定
し
た
場
合
に
お
い
て
、
二
百
セ
ン
チ
ス
ト
ー
ク
ス
（
た
ん
白

あ
わ泡

消
火
薬
剤
に
あ
つ
て
は
、
四
百
セ
ン
チ

ス
ト
ー
ク
ス
）
以
下
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1



（
流
動
点
）

第
七
条
　

あ
わ泡

消
火
薬
剤
の
流
動
点
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｋ
二
二
六
九
に
定
め
る
石
油
製
品
流
動
点
試
験
方
法
に
よ
り
測
定
し
た
場
合
に
お
い
て
、
温
度
零
下
七
・
五
度
（
耐
寒
用

あ
わ泡

消
火
薬
剤
に
あ
つ
て
は
零
下
十
二
・
五
度
、
超
耐
寒
用

あ
わ泡

消

火
薬
剤
に
あ
つ
て
は
零
下
二
十
二
・
五
度
）
以
下
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
水
素
イ
オ
ン
濃
度
）

第
八
条
　

あ
わ泡

消
火
薬
剤
の
水
素
イ
オ
ン
濃
度
は
、
温
度
二
十
度
の

あ
わ泡

消
火
薬
剤
を
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｚ
八
八
〇
二
に
定
め
る
Ｐ
Ｈ
測
定
方
法
に
よ
り
測
定
し
た
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る

あ
わ泡

消
火
薬
剤
の
種
別
に
応
じ
同
表
下
欄

に
掲
げ
る
範
囲
内
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

あ
わ泡

消
火
薬
剤
の
種
別

水
素
イ
オ
ン
濃
度
の
範
囲

た
ん
白

あ
わ泡

消
火
薬
剤

六
・
〇
以
上
　
七
・
五
以
下

合
成
界
面
活
性
剤

あ
わ泡

消
火
薬
剤

六
・
五
以
上
　
八
・
五
以
下

水
成
膜

あ
わ泡

消
火
薬
剤

六
・
〇
以
上
　
八
・
五
以
下

（
沈

で
ん澱

量
）

第
九
条
　

あ
わ泡

消
火
薬
剤
の
沈

で
ん澱

量
は
、
温
度
二
十
度
の

あ
わ泡

消
火
薬
剤
を
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｋ
二
五
〇
三
に
定
め
る
航
空
潤
滑
油
試
験
方
法
に
よ
り
沈

で
ん澱

用
ナ
フ
サ
を
添
加
せ
ず
に
測
定
し
た
場
合
に
お
い
て
、
〇
・
一
容
量
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
測
定
後
の

あ
わ泡

消
火
薬
剤
の
上
澄
み
液
に
係
る

あ
わ泡

水
溶
液
の
沈

で
ん澱

量
は
、
前
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
測
定
し
た
場
合
に
お
い
て
、
〇
・
〇
五
容
量
パ
ー
セ
ン
ト
（
合
成
界
面
活
性
剤

あ
わ泡

消
火
薬
剤
に
あ
つ
て
は
、
〇
・
二
容
量

パ
ー
セ
ン
ト
）
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
白
濁
又
は
浮
遊
す
る
生
成
物
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
三
五
五
五
に
規
定
す
る
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
線
平
織
金
網
八
十
メ
ツ
シ
ユ
を
容
易
に
通
過
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
変
質
試
験
後
の

あ
わ泡

消
火
薬
剤
の
沈

で
ん澱

量
は
、
第
一
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
測
定
し
た
場
合
に
お
い
て
、
〇
・
二
容
量
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
引
火
点
）

第
十
条
　

あ
わ泡

消
火
薬
剤
の
引
火
点
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｋ
二
二
六
五―

三
に
定
め
る
ペ
ン
ス
キ
ー
マ
ル
テ
ン
ス
密
閉
法
に
よ
り
測
定
し
た
場
合
に
お
い
て
、
温
度
六
十
度
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
鋼
等
の
腐
食
に
よ
る
質
量
損
失
）

第
十
一
条
　
鋼
、
黄
銅
及
び
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
鋼
等
」
と
い
う
。
）
を
温
度
三
十
八
度
の

あ
わ泡

消
火
薬
剤
の
中
に
二
十
一
日
間
放
置
し
た
場
合
に
お
い
て
、
鋼
等
の
質
量
損
失
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
一
日
に
つ
き
二
十

平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
当
り
三
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
発

ぽ
う泡

性
能
）

第
十
二
条
　
温
度
二
十
度
の

あ
わ泡

水
溶
液
を
（
大
容
量

あ
わ泡

放
水
砲
用

あ
わ泡

消
火
薬
剤
の

あ
わ泡

水
溶
液
を
除
く
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
水
圧
力
〇
・
六
九
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
、
放
水
量
十
リ
ツ
ト
ル
毎
分
で
別
図
第
一
に
示
す
標
準
発

ぽ
う泡

ノ
ズ
ル
を
用
い
て
発

ぽ
う泡

さ
せ
た
場
合
に
お
い
て
、

あ
わ泡

の
膨
脹
率
（

あ
わ泡

水
溶
液
の
容
量
と
発
生
す
る

あ
わ泡

の
容
量
と
の
比
を
い
う
。
以
下
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
六
倍
（
水
成
膜

あ
わ泡

消
火
薬
剤
に
あ
つ
て
は
、
五
倍
）
以
上
で
あ
り
、

か
つ
、
発

ぽ
う泡

前
の

あ
わ泡

水
溶
液
の
容
量
の
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
の

あ
わ泡

水
溶
液
が

あ
わ泡

か
ら
還
元
す
る
た
め
に
要
す
る
時
間
は
一
分
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
変
質
試
験
後
の

あ
わ泡

水
溶
液
に
つ
い
て
も
同
様
と
す
る
。

２
　
温
度
二
十
度
の

あ
わ泡

水
溶
液
（
合
成
界
面
活
性
剤

あ
わ泡

消
火
薬
剤
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
水
圧
力
〇
・
一
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
、
放
水
量
六
リ
ツ
ト
ル
毎
分
、
風
量
十
三
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
分
で
別
図
第
二

に
示
す
標
準
発

ぽ
う泡

装
置
を
用
い
て
発

ぽ
う泡

さ
せ
た
場
合
に
お
い
て
、

あ
わ泡

の
膨
脹
率
は
五
百
倍
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
発

ぽ
う泡

前
の

あ
わ泡

水
溶
液
の
容
量
の
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
の

あ
わ泡

水
溶
液
が

あ
わ泡

か
ら
還
元
す
る
た
め
に
要
す
る
時
間
は
三
分

以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
変
質
試
験
後
の

あ
わ泡

水
溶
液
に
つ
い
て
も
同
様
と
す
る
。

（
消
火
性
能
）

第
十
三
条
　

あ
わ泡

消
火
薬
剤
の
消
火
性
能
は
、
三
百
二
十
リ
ツ
ト
ル
の
水
及
び
二
百
リ
ツ
ト
ル
の
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
た
別
図
第
三
に
示
す
Ｂ
火
災
模
型
（
低
発

ぽ
う泡

用
）
に
点
火
し
、
点
火
一
分
後
に
温
度
二
十
度
の

あ
わ泡

水
溶
液
を
前
条
第
一

項
の
規
定
の
例
に
よ
り
五
分
間
（
合
成
界
面
活
性
剤

あ
わ泡

消
火
薬
剤
に
あ
つ
て
は
、
八
分
間
）
連
続
し
て
発

ぽ
う泡

さ
せ
た
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
変
質
試
験
後
の

あ
わ泡

水
溶
液
に
つ
い
て
も

同
様
と
す
る
。

一
　
消
火
に
要
す
る
時
間
は
五
分
以
内
で
あ
る
こ
と
。

二
　
発

ぽ
う泡

終
了
後
十
五
分
間
（
合
成
界
面
活
性
剤

あ
わ泡

消
火
薬
剤
に
あ
つ
て
は
、
十
二
分
間
）
別
図
第
四
に
示
す
点
火
器
を
用
い
て

あ
わ泡

面
に
炎
を
近
づ
け
て
も
再
燃
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
発

ぽ
う泡

を
終
了
し
て
か
ら
十
五
分
後
（
合
成
界
面
活
性
剤

あ
わ泡

消
火
薬
剤
に
あ
つ
て
は
、
十
二
分
後
）

あ
わ泡

面
の
中
央
部
に
油
面
を
一
辺
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
正
方
形
と
な
る
よ
う
に
露
出
さ
せ
、
点
火
し
、
五
分
間
燃
焼
さ
せ
た

場
合
に
お
い
て
、
油
面
の
燃
焼
面
積
は
、
九
百
平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

２
　
合
成
界
面
活
性
剤

あ
わ泡

消
火
薬
剤
の
消
火
性
能
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
温
度
二
十
度
の

あ
わ泡

水
溶
液
を
前
条
第
二
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
発

ぽ
う泡

さ
せ
た
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
変
質
試
験
後
の

あ
わ泡

水
溶
液
に
つ
い
て
も
同
様
と
す
る
。

一
　
百
二
十
八
リ
ツ
ト
ル
の
水
及
び
八
十
リ
ツ
ト
ル
の
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
た
別
図
第
五
に
示
す
Ｂ
火
災
模
型
（
高
発

ぽ
う泡

用
）
に
点
火
し
、
点
火
三
十
秒
後
に
二
分
三
十
秒
間
連
続
し
て
発

ぽ
う泡

さ
せ
た
場
合
に
お
い
て
、
消
火
に
要
す
る

時
間
は
三
分
以
内
で
あ
る
こ
と
。

二
　
別
図
第
六
に
示
す
Ａ
火
災
模
型
（
高
発

ぽ
う泡

用
）
に
点
火
し
、
点
火
一
分
三
十
秒
後
に
五
分
間
連
続
し
て
発

ぽ
う泡

さ
せ
た
場
合
に
お
い
て
、
残
炎
が
認
め
ら
れ
ず
、
か
つ
、
発

ぽ
う泡

終
了
後
十
分
以
内
に
再
燃
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
拡
散
係
数
）

第
十
四
条
　

あ
わ泡

水
溶
液
（
水
成
膜

あ
わ泡

消
火
薬
剤
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
拡
散
係
数
は
、
温
度
二
十
度
の

あ
わ泡

水
溶
液
を
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｋ
八
四
六
四
に
適
合
す
る
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ン
を
用
い
て
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｋ
二
二
四

一
に
定
め
る
切
削
油
剤
試
験
方
法
に
よ
り
測
定
し
た
場
合
に
お
い
て
、
三
・
五
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
変
質
試
験
後
の

あ
わ泡

水
溶
液
に
つ
い
て
も
同
様
と
す
る
。

（
容
器
）

第
十
五
条
　

あ
わ泡

消
火
薬
剤
の
容
器
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
も
の
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
耐
食
性
、
耐
撃
性
等
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｚ
一
六
〇
一
に
適
合
す
る
鋼
製
タ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
ド
ラ
ム

2



二
　
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｚ
一
六
二
〇
に
適
合
す
る
鋼
製
ペ
ー
ル

三
　
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｚ
一
七
〇
六
に
適
合
す
る
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
か
ん

（
表
示
）

第
十
六
条
　

あ
わ泡

消
火
薬
剤
の
容
器
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
見
や
す
い
箇
所
に
容
易
に
消
え
な
い
よ
う
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
種
別

二
　
型
式

三
　

あ
わ泡

消
火
薬
剤
の
容
量

四
　
使
用
温
度
範
囲

五
　
取
扱
い
上
の
注
意
事
項

六
　
製
造
年
月

七
　
製
造
番
号

八
　
製
造
者
名
又
は
商
標

九
　
型
式
番
号

第
三
章
　
大
容
量

あ
わ泡

放
水
砲
用

あ
わ泡

消
火
薬
剤

（
比
重
）

第
十
七
条
　
大
容
量

あ
わ泡

放
水
砲
用

あ
わ泡

消
火
薬
剤
の
比
重
は
、
第
五
条
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
測
定
し
た
場
合
又
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｋ
〇
〇
六
一
に
定
め
る
比
重
瓶
法
に
よ
り
温
度
二
十
度
の
大
容
量

あ
わ泡

放
水
砲
用

あ
わ泡

消
火
薬
剤
を
ハ
ー
バ
ー
ド
型

比
重
瓶
を
用
い
て
測
定
し
た
場
合
に
お
い
て
、
同
条
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る

あ
わ泡

消
火
薬
剤
の
種
別
に
応
じ
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
範
囲
内
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
粘
度
）

第
十
八
条
　
大
容
量

あ
わ泡

放
水
砲
用

あ
わ泡

消
火
薬
剤
の
粘
度
は
、
第
六
条
に
定
め
る
方
法
又
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｚ
八
八
〇
三
に
定
め
る
単
一
円
筒
形
回
転
粘
度
計
に
よ
る
粘
度
測
定
方
法
に
よ
り
使
用
温
度
範
囲
で
測
定
し
た
場
合
に
お
い
て
、
設
計

さ
れ
た
粘
度
以
下
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
発

ぽ
う泡

性
能
）

第
十
九
条
　
温
度
二
十
度
の
大
容
量

あ
わ泡

放
水
砲
用

あ
わ泡

消
火
薬
剤
の

あ
わ泡

水
溶
液
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
単
に
「

あ
わ泡

水
溶
液
」
と
い
う
。
）
を
水
圧
力
〇
・
七
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
、
放
水
量
十
リ
ツ
ト
ル
毎
分
で
床
面
か
ら
高
さ
一
・

〇
七
五
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
水
平
に
固
定
さ
れ
た
別
図
第
七
に
示
す
大
容
量

あ
わ泡

放
水
砲
用
発

ぽ
う泡

ノ
ズ
ル
を
用
い
て
発

ぽ
う泡

さ
せ
、

あ
わ泡

が
自
然
落
下
す
る
地
点
に
設
置
し
た
別
図
第
八
に
示
す

あ
わ泡

コ
レ
ク
タ
ー
を
介
し
て
、
別
図
第
九
に
示

す
あ
わ泡

コ
ン
テ
ナ
に

あ
わ泡

を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、

あ
わ泡

の
膨
脹
率
（

あ
わ泡

水
溶
液
の
容
量
と
発
生
す
る

あ
わ泡

の
容
量
と
の
比
を
い
う
。
）
は
六
倍
（
大
容
量

あ
わ泡

放
水
砲
用
水
成
膜

あ
わ泡

消
火
薬
剤
に
あ
つ
て
は
五
倍
）
以
上
十
倍
未
満
で
あ
り
、

か
つ
、
発

ぽ
う泡

前
の

あ
わ泡

水
溶
液
の
容
量
の
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
の

あ
わ泡

水
溶
液
が

あ
わ泡

か
ら
還
元
す
る
た
め
に
要
す
る
時
間
は
二
分
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
変
質
試
験
後
の

あ
わ泡

水
溶
液
に
つ
い
て
も
同
様
と
す
る
。

（
消
火
性
能
）

第
二
十
条
　
大
容
量

あ
わ泡

放
水
砲
用

あ
わ泡

消
火
薬
剤
の
消
火
性
能
は
、
二
百
リ
ツ
ト
ル
の
ノ
ル
マ
ル
ヘ
プ
タ
ン
を
入
れ
た
別
図
第
十
に
示
す
Ｂ
火
災
模
型
（
大
容
量

あ
わ泡

放
水
砲
用
）
に
点
火
し
、
点
火
一
分
後
に
温
度
二
十
度
の

あ
わ泡

水
溶
液
を

前
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
当
該
模
型
の
燃
焼
面
中
央
付
近
に
三
分
間
連
続
し
て
発

ぽ
う泡

さ
せ
た
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
変
質
試
験
後
の

あ
わ泡

水
溶
液
に
つ
い
て
も
同
様
と
す
る
。

一
　
消
火
に
要
す
る
時
間
は
四
分
以
内
で
あ
る
こ
と
。

二
　
発

ぽ
う泡

を
終
了
し
て
か
ら
十
五
分
後
に
一
リ
ツ
ト
ル
の
ノ
ル
マ
ル
ヘ
プ
タ
ン
を
入
れ
た
別
図
第
十
一
に
示
す
耐
火
性
試
験
用
ポ
ツ
ト
を
、
そ
の
上
縁
が

あ
わ泡

面
と
同
じ
高
さ
に
な
る
よ
う
に

あ
わ泡

面
の
中
央
部
に
置
い
て
点
火
し
、
五
分

間
燃
焼
さ
せ
た
場
合
に
お
い
て
、
再
燃
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
発

ぽ
う泡

を
終
了
し
て
か
ら
二
十
分
後
に
別
図
第
四
に
示
す
点
火
器
を
用
い
て

あ
わ泡

面
に
炎
を
近
づ
け
て
も
再
燃
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
表
示
）

第
二
十
一
条
　
大
容
量

あ
わ泡

放
水
砲
用

あ
わ泡

消
火
薬
剤
の
容
器
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
見
や
す
い
箇
所
に
容
易
に
消
え
な
い
よ
う
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
種
別

二
　
型
式

三
　
大
容
量

あ
わ泡

放
水
砲
用

あ
わ泡

消
火
薬
剤
の
容
量

四
　
使
用
温
度
範
囲

五
　
取
扱
い
上
の
注
意
事
項

六
　
製
造
年
月

七
　
製
造
番
号

八
　
製
造
者
名
又
は
商
標

九
　
型
式
番
号

十
　
大
容
量

あ
わ泡

放
水
砲
用

あ
わ泡

消
火
薬
剤
で
あ
る
旨

（
準
用
）

第
二
十
二
条
　
第
七
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
、
第
十
四
条
及
び
第
十
五
条
の
規
定
は
大
容
量

あ
わ泡

放
水
砲
用

あ
わ泡

消
火
薬
剤
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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第
四
章
　
雑
則

（
基
準
の
特
例
）

第
二
十
三
条
　
新
た
な
技
術
開
発
に
係
る

あ
わ泡

消
火
薬
剤
に
つ
い
て
、
そ
の
成
分
及
び
性
能
か
ら
判
断
し
て
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
と
同
等
以
上
の
性
能
が
あ
る
と
総
務
大
臣
が
認
め
た
場
合
は
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
総
務
大
臣
が
定
め
る
技
術
上
の
規
格
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
〇
年
一
二
月
二
二
日
自
治
省
令
第
二
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
三
月
一
八
日
自
治
省
令
第
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
九
月
二
八
日
自
治
省
令
第
三
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
日
本
消
防
検
定
協
会
の
行
う
検
定
対
象
機
械
器
具
等
に
つ
い
て
の
試
験
を
申
請
を
し
て
い
る
消
火
器
、
消
火
薬
剤
、
閉
鎖
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
、
消
防
用
ホ
ー
ス
、
一
斉
開
放
弁
、

あ
わ泡

消
火
薬
剤
、
感
知
器
及
び
発
信
機
、
流
水
検
知
装
置
、
差
込
式
結
合
金
具
並
び
に
ね
じ
式
結
合
金
具
に
係
る
試
験
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

７
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
型
式
承
認
を
受
け
て
い
る

あ
わ泡

消
火
薬
剤
に
係
る
型
式
承
認
及
び
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
試
験
の
結
果
に
基
づ
い
て
型
式
承
認
を
受
け
た

あ
わ泡

消
火
薬
剤
に
係
る
型
式

承
認
は
、
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の

あ
わ泡

消
火
薬
剤
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の
規
格
に
よ
る
型
式
承
認
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
九
月
一
四
日
自
治
省
令
第
四
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
一
一
月
一
〇
日
総
務
省
令
第
一
五
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
三
月
三
一
日
総
務
省
令
第
四
四
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
日
本
消
防
検
定
協
会
の
行
う
検
定
対
象
機
械
器
具
等
に
つ
い
て
の
試
験
を
申
請
し
て
い
る

あ
わ泡

消
火
薬
剤
に
係
る
試
験
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
型
式
承
認
を
受
け
て
い
る

あ
わ泡

消
火
薬
剤
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
試
験
の
結
果
に
基
づ
い
て
型
式
承
認
を
受
け
た

あ
わ泡

消
火
薬
剤
に
係
る
型
式
承
認
は
、
改
正
後
の

あ
わ泡

消
火
薬
剤
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の
規
格
に
よ
る
型
式
承
認
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
二
八
日
総
務
省
令
第
一
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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別
図
第
１
　
標
準
発

ぽ
う泡

ノ
ズ
ル
（
第
１
２
条
関
係
）

5
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別
図
第
２
　
標
準
発

ぽ
う泡

装
置
（
第
１
２
条
関
係
）

8



別
図
第
３
　
Ｂ
火
災
模
型
（
低
発

ぽ
う泡

用
）
（
第
１
３
条
関
係
）

別
図
第
４
　
点
火
器
（
第
１
３
条
及
び
第
２
０
条
関
係
）

別
図
第
５
　
Ｂ
火
災
模
型
（
高
発

ぽ
う泡

用
）
（
第
１
３
条
関
係
）

9



別
図
第
６
　
Ａ
火
災
模
型
（
高
発

ぽ
う泡

用
）
（
第
１
３
条
関
係
）

10



別
図
第
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